
令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 増田 正明委員長
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「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて各自で活動してまいりました。自分自身の活動を振り
返って、下記へご記入ください。。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

　令和元年度から４年間、視察を通して「青少年・若者の孤独・孤立にかかわる

問題」に取り組んできました。その積み上げをもとに、さらに広くとらえ、

「薄れた地域社会のつながり」について考え、行動してきました。

　私の住んでいる地域では、区の避難訓練として、今まで行ってきた消火活動

等の訓練に加え、「声掛け避難訓練」を全区挙げて行っています。地域におけ

る＜共助＞の実践（地域づくり）の一環として行っているものです。

　さらには、高齢者の孤独・孤立を防ぐために、高齢ご夫妻がご自身のご自宅・

古民家を「憩いの場・縁側」として開放し、高齢者同士がお互いに「そこそこ」

顔が見える関係づくり・魅力的な地域づくりを目指し、活動されています。

　私も令和５年５月に行われた、この集いで、区民向けコンサート「朗読と

ギター弾き語り」で参加させていただき、高齢区民30名程と交流を深めました。

この地域づくりの活動が今後どう発展し、高齢者の孤独・孤立を防ぐのに、有効

なものとなっていくのか、注目しているところです。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

　上記で述べた「地域づくり」の発展のため、可能な限りで参画・寄与してい

きたい。





令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 阿部 恵子副委員長
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「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて各自で活動してまいりました。自分自身の活動を振り
返って、下記へご記入ください。。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

Ｙｏｕは何しに中野市への講座が立ち上がり３回開催された現状から改めて

中野市の今を考えさせられました。

中野市に移住を希望する若者が身近にいることに気づき、地域とのつなぎ役が

できれば……と考えています。

北信地区社会教育委員連絡協議会理事会での活動報告会に同席させていただ

き、一人ひとりに視点を向ける方向がこれからの活動の重点になると思った。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

中野のよさについて聞く機会をもちたい

農業支援として何ができるか



令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 宮本 博委員
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「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて各自で活動してまいりました。自分自身の活動を振り
返って、下記へご記入ください。。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

学校教育の現場では、小学校一年生の黄色い安全帽が男女関係なくキャップ型

とハット型を保護者と本人がどちらも選択できるようになりました。市内で数名

の児童が従来のキャプ型（男子）、ハット型（女子）にとらわれず、帽子を選

んでいます。教室でも男の子、女の子で帽子を区別しないように周知していま

す。

学校での着替えを少なくするため、体育のある日は運動着登校を認めています。

中学校では、男女関係なくスラックスが選べるようになっている学校が出てき

ました。儀式的行事では、スラックスが基本となるので、そちらは全員購入との

ことです。

ふだんの生活では、スカートをはいてももちろん構わないとのことです。

男子だから女子だからと性別で仕事を分担したり、区別することのないよう

先生方々には日々伝えるようにしています。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

ＬＧＢＴＱを小学生に対して、どのように配慮して学校生活を送るように指導

していけばよいか、悩みながら取り組んでいきたいと思います。

性別にとらわれず、どの方も人権を守られて安心して生活できるような市に

なるよう取組をすすめたいと考えております。



令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 髙野 美紗委員
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「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて各自で活動してまいりました。自分自身の活動を振り
返って、下記へご記入ください。。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

　今年度、初めて子どもカフェ運営を通して社会教育委員として活動して参りま

した。これまでと取り組みはほぼ変わりなく活動してきましたが、運営側の繋が

りにおいて、主催者として至らない面も多く、最終的にメンバー離れという局

面を迎える事となりました。それでも、参加者は変わりなくむしろ毎回常連とし

て楽しみに参加してくださる方、遠方から訪れてくださる方、初めて訪れて下さ

る方と、お宮カフェの在り方としては多様性の伸び代がまだまだ感じられるあり

がたいものでした。ですが、やはり毎回の運営にあたり、あくまで"サポート"

として当日の運営に関わって下さる方はサポートに過ぎず、お宮カフェの優先

順位は下がります。そこで今年からは無理なくかつこの先も長きに渡る運営を

優先的に考え、「単独での平日開催」とすることになりました。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

　今年度末１月の開催より平日開催とした事で、参加者の層に変化はあると考え

られますが、先々のお宮カフェのコンセプトは"世代間交流"これまで日曜開催

更に多くの層（シニア層、若年層）の参加を期待したいです。

　その為に、地域の民生児童委員さんやいきいきクラブとのつながり、ＰＴＡ

や育成会とのつながりといった多くの自治会との連携をはかりつつ地域ぐるみ

での多様性に取り組めたらと考えております。

　これまで日曜開催で家族層の参加が圧倒的でしたが、平日開催とする事で、



令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 阿部 浩子委員
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2 来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

公民館、図書館の教育事業に参加してみようと思います。

体協にスポーツ少年団の業務も一部加わりましたので、何らかの形でかかわりが

出てくると思われます。

意識して取り組んでいきたいと思います。

ます。

上記２回の会議とセミナーに参加しました。

そこで得た情報をもとに、フリースクール、信州型コミュニティスクール等

について調べたり、新聞、雑誌の記事も気にしています。

県の信州型コミュニティスクール検討会のＹｏｕｔｕｂｅを見たりもしてい

自分に何ができるのか……探しているところです。

「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて各自で活動してまいりました。自分自身の活動を振り
返って、下記へご記入ください。。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

５月19日（金）第１回中野市社会教育委員会議　　　　　　　出席

６月29日（木）信州型コミュニティスクール推進セミナー　　出席



令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 藤澤 重徳委員
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「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて各自で活動してまいりました。自分自身の活動を振り
返って、下記へご記入ください。。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

　就任初年度ということで、私自身が研修等に参加して学ばせていただくことが

メインの活動となり、市民の生涯学習等にかかわる具体的実践はほとんどでき

なかった１年でした。「つながりと多様性」という調査研究方針をどのように

解釈して自身の活動に落とし込んでいくかという点で時間はかかりましたが、

　１年かけてようやくその方向性が見えてきた感じがします。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

　大きく分けて２つほどあります。

　まず、本年度のテーマである「つながりと多様性」にもかかわる実践の試み

として文部科学省が推奨し、長野県と長野県教育委員会が事業として推進をする

「対話によるアート鑑賞（対話型鑑賞）」を市内外のさまざまな学びの場に普及

させる活動にとりくむこと、具体的には自身がファシリテーターとしてワーク

くことも考えてみたいと思っています。

ショップの開催をすすめることです。

　第２には「気候変動と脱炭素（カーボンニュートラル）」にかかわる学びの場

を創出すること、これもまた具体的には自身がファシリテーターとなってワーク

ショップを開催するか、ファシリテーターの方をお願いする（お呼びする）形

でワークショップを開催することを考えてみたいと思っています。

　また、これらの試みには「北信ローカル」などを通じて積極的に発信をしてい





令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 丸山 弘子委員
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「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて各自で活動してまいりました。自分自身の活動を振り
返って、下記へご記入ください。。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

　何もわからないというところからのスタートでしたが、委員の皆様の様々な

活動を伺い、この一年は学び多き一年となりました。本当にありがとうございま

した。

　私自身、二人の娘の子育て中で、ソフトボールのクラブチームの活動を通じて

沢山の子供たち、保護者、その他指導者の方々等々……。沢山の方に出会い

様々な立場で活動するお一人お一人の気持ちを考えられる自分にと目標を定め

かかわりを持ってきました。分かり合える事となかなか理解できない事あります

が、あきらめず、つながっていく事が大切だと感じました。

　子供たちにも自分と違うところを認め合えるような関係を築いていけるよう、

働きかけてきたつもりです。また、友人のお子さんのひきこもりにも何か力に

なれることはないかと、時折自宅をたずね、世間話をしたりとつながることを意

識してきました。まだまだ自分自身の小さな範囲での活動となり委員として

選んで頂いたのに申し訳ない思いでおります。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

　今年度の活動は本当に自分自身にとって大きな学びの場でした。

　委員の皆様からまだまだ沢山のことを教えて頂き、私にも何かお手伝いできる

事があれば、お声をかけて頂きたいと思います。

　抽象的で申し訳ございません。


